




















はじめに

　胆道閉鎖症の成因に関して,先天的胆管系の形成不全説(1),あるいは肝炎お

よび胆道炎等の炎症説等 2)～3)がいわれているが,詳細については現在末だ不

明である。

　この胆道閉鎖症の成因について,本症患児にみられる,いわゆる remnant 肝外

胆管のはきわめて興味深い研究対象と思われる。すなわち,われわれが胆道閉

鎖症の患児の手術にあたり,その肝外胆管の remnant を見ると,個々の症例で著

しい差異を認める。これは肝外胆管系の閉鎖機転の一面を示唆するものとして,

本症成因の検索に一つのいとぐちを示していると考えられるからである。


